
■コメント

２０１５年第１０週（３月２日～３月８日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）

■全数把握感染症報告状況

２．感染性胃腸炎
定点当たり報告数は10.1人と、多い状態が続い

ています。また、感染性胃腸炎の集団発生が第10
週に2件報告されています。集団生活の場では、
手洗いの励行や便・吐物の適切な処理などの感
染予防対策を特に徹底しましょう。

１．インフルエンザ
定点当たり4.54人と、6週連続して減少していま

す。しかし、例年報告数が再び増加し、小規模な
流行がしばらく続く傾向がみられるため、引き続き
手洗い・うがいの励行、咳エチケットなどの感染予
防対策を心がけましょう。

３．流行性耳下腺炎
定点当たり2.42人と前週と比べて急増しました。

流行性耳下腺炎は季節的変動があまりなく3～4
年周期で流行する傾向があります。（次頁参照）

流行の周期から予測すると、今後さらに増加す
る可能性があり注意が必要です。

類型 疾患名 報告数 累計 備考

2 結核 5 18 女性（50歳代）・2人、男性（70歳代）・1人、女性（70歳代）・1人、
女性（90歳代）・1人
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報告数が少数の場合などは、発生記号を

記載していません。
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眼科定点数 

前週と比較しておおむね

1：1.5～2の増減

ほとんど増減なし

前週と比較しておおむね

1：2以上の増減
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２０１５年第１０週（３月２日～３月８日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

■新たに判明した病原体検出状況

本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じることがあります。
なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。

URL http://www.city.hiroshima.lg.jp/eiken/center.html

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575  FAX(082)277-5666  E-Mail ei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

＊感染症発生動向調査に基づく病原体定点搬入分のみ掲載

（検査：広島市衛生研究所）

【参考】広島市における流行性耳下腺炎の最近15年間の発生動向

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）は、ムンプスウイルスを病原体とする感染症で、接触、あるいは咳・くしゃ
みなどの飛まつにより感染します。2～3週間の潜伏期間の後、耳下腺部（耳の下からあごにかけて）の片側
または両側が腫れて痛くなるのが主な特徴で、多くは発熱を伴います。年齢別では4歳児の報告数が最も多
く、3～5歳の年齢層が全体のほぼ半数を占めています。

流行性耳下腺炎は3～4年の周期で増減する傾向があり、広島市では2002年、2005年、2010年頃を中心
に流行しました。2014年より増加傾向で推移しており、今後の動向に注意が必要です。
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第6週 1,028 - 103 220 20 9 - 12 1 2 21 14 - 4 - 1 1 - -
報 第7週 557 3 85 212 11 9 1 5 - 1 26 8 - 1 - - 2 - -
告 広島市 第8週 345 1 89 272 11 6 2 13 - - 19 3 - 1 - - - - 1
数 第9週 258 1 82 279 9 8 - 3 - 1 12 8 - 3 - - - - 1

第10週 168 2 69 243 6 4 - 11 - 2 58 1 - 3 - 2 - - -
第6週 27.78 - 4.29 9.17 0.83 0.38 - 0.50 0.04 0.08 0.88 0.58 - 0.50 - 0.14 0.14 - -

定 第7週 15.05 0.13 3.54 8.83 0.46 0.38 0.04 0.21 - 0.04 1.08 0.33 - 0.13 - - 0.29 - -
点 広島市 第8週 9.32 0.04 3.71 11.33 0.46 0.25 0.08 0.54 - - 0.79 0.13 - 0.13 - - - - 0.14
当 第9週 6.97 0.04 3.42 11.63 0.38 0.33 - 0.13 - 0.04 0.50 0.33 - 0.38 - - - - 0.14
た 第10週 4.54 0.08 2.88 10.13 0.25 0.17 - 0.46 - 0.08 2.42 0.04 - 0.38 - 0.29 - - -
り 第8週 8.26 0.31 2.88 7.54 0.50 0.30 0.30 0.43 0.01 0.02 0.30 0.45 0.01 0.40 0.02 0.02 0.20 0.01 0.31

第9週 5.88 0.29 3.01 7.81 0.45 0.35 0.34 0.46 0.01 0.02 0.28 0.44 0.01 0.43 0.01 0.03 0.23 0.01 0.30
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診断名 主症状 発症年月日 検査材料 検出病原体

インフルエンザ インフルエンザ様症状 32 女 2015/01/14 鼻汁(拭い液)　ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽA型 亜型不明

その他の消化器疾患 血便 嘔吐 腹痛 1 女 2014/12/20 糞便　 ｱﾃﾞﾉｳｲﾙｽNT

年齢  性別


